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３．研究活動 
 
（１）共同研究 
件数 10 件、総額 665 万円（平成 22年度） 
 
  学 科 学内代表者 研 究 題 目 

1 
都市環境 

デザイン工学科 
西留  清 

架橋発泡ポリエチレンフォーム製流動担体と立体講師回転円盤

を用いた有機物酸化・硝化・脱窒の最適排水処理システムに関す

る研究 

2 
都市環境 

デザイン工学科 
山内 正仁 

バイオディーゼル燃料の精製過程で排出される洗浄水の処理特

性とグリセリンの再利用に関する研究 

3 機械工学科 引地 力男 ターボチャージャー部品の精密加工に関する研究 

4 機械工学科 江崎 秀司 
管群を直交する蒸気流動特性及び再生器用伝熱管の沸騰特性の

解析、水室部の圧力損失特性の解析 

5 電気電子工学科 中村  格 

『油中部分放電検出に関する研究（部分放電位置標定システムの

構築を目指した、モデル変圧器内の部分放電による超音波伝搬特

性の実験的検討）』 

6 
都市環境 

デザイン工学科 
山内 正仁 資源回収型廃水処理技術の開発 

7 情報工学科 堂込 一秀 
新たな雇用創出を可能にする移動ロボットのネットワーク制御

方式に関する研究 

8 機械工学科 池田 英幸 
ホッパー内部の流出粒子の配列状態変化および閉塞状態の X線

CT による 3次元解析 

9 機械工学科 小田原 悟 
軽量マイクロ風車の実動ひずみ計測および振動・強度診断技術開

発 

10 機械工学科 田畑 隆英 噴流の拡散促進を目的としたノズルの試作と流れの可視化 

 
 
（２）受託研究 
件数 1 件、総額 230万円（平成 22年度） 
 
  学 科 学内代表者 研 究 題 目 

1 
都市環境 

デザイン工学科 
池田 正利 

流下土砂を用いた海洋コンクリートの適用に関する基礎調査業

務 

 
 
（３）受託試験 
ａ．コンクリート圧縮試験 
 ・件数 853 件(総本数 5,281 本） 
 ・総額 11,618,200 円 
 
ｂ．金属材料引張試験 
 ・件数 3 件（総本数 21 本） 
 ・総額 102,900 円 
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c．金属材料曲げ試験 
 ・件数 0 件（総本数 0 本） 
 ・総額 0 円 
 
 
（４）寄付金 
件数 14 件、総額 1,058 万円（平成 22 年度） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  学 科 学内代表者 寄付金の名称 寄 付 者 

1 
都市環境 

デザイン工学科 
西留  清 環境工学研究助成金① 株式会社 ヤマウ 

2 機械工学科 引地 力男 切削加工研究助成金 大同精密工業株式会社 

3 電気制御工学科 河野 良弘 熱変位補正技術に関する研究助成 
株式会社キラ・コーポレー

ション  

4 機械工学科 三角 利之 三角：熱工学に関する研究助成金 
株式会社 テクノ二十一

グループ 

5 
都市環境 

デザイン工学科 
山田 真義 

山田（真）：都市環境工学科に関す

る研究支援 
荏原実業株式会社 

6 
 

赤坂  裕 
鹿児島工業高等専門学校 

教育研究助成金 
鹿児島高専後援会 

7 
 

赤坂  裕 課外活動支援経費助成として 鹿児島高専後援会 

8 
 

赤坂  裕 学生寮管理助成 赤坂 裕 

9 電気電子工学科 中村  格 
西之表市シティプロモーションプ

ロジェクト 
種子島火縄銃保存会 

10 
都市環境 

デザイン工学科 
前野 祐二 前野：研究助成 福地建設株式会社 

11 
都市環境 

デザイン工学科 
池田 正利 池田（正）：研究助成 福地建設株式会社 

12 電気電子工学科 本部 光幸 本部：研究助成 田中 智樹 

13 
 

赤坂  裕 課外活動支援経費助成として 鹿児島高専後援会 

14 
地域共同 

テクノセンター長 
芝 浩二郎 

地域共同テクノセンターへの研究

助成金 
錦江湾テクノパーククラブ 
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（５）科学研究費補助金 
件数 14 件、総額 4,182 万円（平成 22 年度） 
 
  学 科 学内代表者 研 究 題 目 研究種目 

1   赤坂  裕 
高専・中学校の連携による環境気象情報ネットワ

ーク構築に関する試験的研究 
基盤研究(B) 

2 機械工学科 田畑 隆英 
拡散促進と方向制御機能を兼ね備えた噴流の流動

特性 
基盤研究(C) 

3 情報工学科 加治佐清光 
静止画像の可逆・準可逆符号化と情報埋め込みに

関する研究 
基盤研究(C) 

4 
都市環境 

デザイン工学科 
山内 正仁 

焼酎粕きのこ廃培地からの高付加価値有用物質の

回収による家畜飼料添加剤の開発 
基盤研究(C) 

5 電気電子工学科 楠原 良人 燃料電池の磁場分布・電流分布解析装置の開発 基盤研究(C) 

6 一般教育科文系 松田 信彦 
多変量解析を用いた日本書紀の区分論・編纂論に

関する基礎的研究 
挑戦的萌芽 

7 一般教育科文系 保坂 直之 
比喩の枠組みモデルを用いたドイツ詩のテキスト

データベース研究 
挑戦的萌芽 

8 一般教育科文系 中村 隆文 
「新たなヒューム主義」のもとでのルール・責任

概念 
若手研究(B) 

9 
都市環境 

デザイン工学科 
山田 真義 

多点分散供給方式による中温及び高温ＵＡＳＢ反

応器のアルカリ剤削減運転方法の開発 
若手研究(B) 

10 一般教育科理系 早坂  太 局所環上の巴系加群の重複度の基礎理論構築 若手研究(B) 

11 技術室 永田 亮一 
環境を配慮した創造力豊かな技術者育成のための

電気機器設備の省エネルギー化制御 
奨励研究 

12 技術室 長山 昭夫 
屋久島アカウミガメの産卵活動と砂浜環境観測の

ための定点カメラ観測システムの開発 
奨励研究 

13 
都市環境 

デザイン工学科 
山内 正仁 

焼酎粕･デンプン粕の機能性食品化を起点とする

経済･物質同時循環システムの構築 

循環型社会

形成推進 

14 
都市環境 

デザイン工学科 
前野 祐二 

各種廃棄物焼却灰を主原料とした環境低負荷型混

合セメントの開発 

循環型社会

形成推進 

 
（６）技術相談 

a．件数の推移 
   ・平成 18年度 ・・・ 28件 

   ・平成 19年度 ・・・ 23件 

   ・平成 20年度 ・・・ 24件 

   ・平成 21年度 ・・・ 34件 

   ・平成 22年度 ・・・ 38件 

b．相談内容（平成 22年度） 

   ・トラブル対策 ・・・・・・・ 7件 

   ・試験方法、現象説明理論 ・・ 24件 

   ・業者紹介 ・・・・・・・・・ 2件 

   ・協力依頼 ・・・・・・・・・ 5件  
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４．産学官連携 
 
 大学・高専等の高等教育機関に求められる最も重要な活動は、次の時代を背負って立つべき学生の教

育養成と先進的な研究活動でしたが、現在は社会の要求に沿って、地域人材の育成と研究成果の社会へ

の還元があげられます。鹿児島高専もこの方針に則り、地域共同テクノセンターを中心に産学官連携に

関して多くの活動を展開しています。本項では、鹿児島高専が積極的に推進している産学官連携活動の

近況について報告をします。 
 
（１）全国中小企業団体中央会「平成 22 年度ものづくり分野の人材育成・確保事業【第 2 次募集】」 
 

① 事業名 
 ものづくり企業の設計系・制御系の多能技術者の育成 

 
② 事業の目的 
 我が国が現在の世界的な経済危機の中でこれまで同様に国際競争力で優位性を維持する為には、も

のづくり基盤技術を支えている中小企業の力を保持し、技術力を向上させることが重要である。しか

しながら、少子化社会の到来や若年者のものづくり離れ、派遣切りなどでますますものづくり産業の

基盤が弱体化し、失業者の雇用確保が大きな社会問題となっている。 
そういった中、地方都市である鹿児島県では中小企業の比率が高く、中小企業では一人一人の技術

者が幅広い知識と技術を持つことが、“構想力や事業化技術を持った多能技術者”の育成、さらには企

業力の向上につながっていくと考えている。錦江湾テクノパーククラブ（KTC）会員企業の中にも、

一人一人の技術者が幅広い知識と技術力を持った機動力に満ち溢れた企業や、独自性を生かしたオリ

ジナルなものづくりを実践している企業もあり、これらの企業は中小企業庁の「元気なモノ作り企業

300 社」にも選ばれている。 
今回の人材育成・確保事業を通じて鹿児島県が重点産業と位置づけている食品・自動車・電子関連

産業で自社の特徴を活かしたオリジナル製品の開発を積極的に行っていけるような企業を増やすこと

を目的とする。 
 
③ カリキュラム 
 本事業の目的は、「ものづくり企業の設計系・制御系の多能技術者の育成」であり、機械部品を 3
次元設計するための 3DCAD の基本的知識及び 3DCAD を用いた設計法を修得し、さらにその設計を 

設計、加工と双方
の技術力の修得！

ＰＬＣ、ﾏｲｺﾝと電
子制御の双方の
技術力の修得！

設計、加工と双方
の技術力の修得！

ＰＬＣ、ﾏｲｺﾝと電
子制御の双方の
技術力の修得！

設計、加工と双方
の技術力の修得！

ＰＬＣ、ﾏｲｺﾝと電
子制御の双方の
技術力の修得！

設計、加工と双方
の技術力の修得！

ＰＬＣ、ﾏｲｺﾝと電
子制御の双方の
技術力の修得！

機械設計・
加工コース
機械設計・
加工コース

電子制御
コース
電子制御
コース
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（５）ソフトプラザかごしま「鹿児島高専産学官連携推進室」 

 
ソフトプラザかごしまは、情報関連企業の育成支援や中小企業の情報化、情報関連企業の誘致など

を促進するための拠点施設として平成 13 年に開設されました。「産学官」の「産」として情報関連ベ

ンチャー企業約 13 社、「学」として鹿児島大学、鹿児島工業高等専門学校、「官」として鹿児島市が入

居する 5 階建てのインテリジェントビルです。本校は、オープン当初から「鹿児島高専産学官連携推

進室」として入居し、技術相談、共同研究、産学連携等の打合せ、セミナーを実施し、地域への貢献

に努めています。本誌前号の発行以降、実施致しました「IT 関連技術シーズ発表会」、「産学官共同セ

ミナー」、「かごしま IT フェスタ」を紹介します。 

【産学官共同キッズ向けセミナー】平成 22 年 9 月 23 日 (木) 
 鹿児島市が主催して年に数回、産学官共同セミナー開催されます。そのうち数回は、本校教員が講

師として開催されております。平成 23 年度は、本校情報工学科の芝先生、玉利先生が講師として実施

されました。さらに、“産”からは、ソフトプラザかごしま入居企業の（株）WISH システムコンサル

ティングの社長様をはじめ社員の方、“官”より鹿児島市企業振興課の職員の方々と共同で開催しまし

た。セミナーの冒頭にソフトプラザかごしまのインキュベーションマネージャより子供たちに向けて

“将来のビルゲイツをめざそう”というお言葉を頂き、受講した中学生もやる気がみなぎっておりま

した。それぞれのロボットに自ら作成したプログラムを入れ込み動かすことができ、大変好評でした。 

【IT 関連技術シーズ発表会】平成 22 年 11 月 1 日（月） 
 鹿児島市の主催で地域の IT 関連企業の皆様に向けての鹿児島高専ＩＴ関連技術シーズ発表会を開

催しました。情報工学科の加治佐先生、武田先生、本校名誉教授の疋田先生、電子制御工学科の福添

先生に発表して頂きました。その他に本校地域共同テクノセンターの紹介、各学科の代表的なシーズ

紹介を行い、概ね好評を得ました。今後、これらの分野における IT 関連企業と鹿児島高専との技術相

談が活発になり、さらには共同研究につながることを願っております。 

【かごしま IT フェスタ】平成 23 年 1 月 21 日(金)から 23 日（日） 
 ソフトプラザかごしまへ入居している１団体として、「かごしま IT フェスタ」の運営に携わり、ブ

ースも出展し、さらに、ロボット工作教室を実施しました。ロボット工作教室では、電気電子工学科

の中村先生、前薗先生、技術職員の永田先生、松尾先生に講師をして頂き、さらに 5 年電気電子工学

科の数名の学生にも手伝って頂き、大変好評でした。鹿児島高専の展示ブースでは、気象ネット、宇

宙天気予報ならびにネットロボを展示し、大変人気がありました。また、IT フェスタのイベントの一

つであります ET ロボコン IT フェスタ杯にも本校の学生 3 チームが出場し、隼人 28 号チームが準優

勝し、IT フェスタを盛り上げました。 
 
（６）事業報告（平成 22 年度～23 年度） 

 

平成 22 年度から平成 23 年度にかけて地域共同テクノセンターが実施した事業について主要な事業

項目と概要を以下に報告します。 

 
＜平成 22 年 4 月～平成 23 年 3 月＞ 

 

１．錦江湾テクノパーククラブ役員会・例会 

 （１）平成 22 年度第 1 回錦江湾テクノパーククラブ役員会・総会 

日 時 平成 22 年 5 月 28 日（金）14:30～19:00 
場 所 ホテル京セラ 

講  演 演題：「九州・山口の近代化産業遺産群 ～産業遺産から学ぶもの～」 
講 師 島津 公保 氏（株式会社島津興業 顧問、鹿児島県教育委員会 教育委員長） 

交流会 （17:30～19:00） 
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５．錦江湾テクノパーククラブ（ＫＴＣ） 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

産 

地域産業 

学 官 
鹿児島高専 鹿児島県 

市町村 

国 

産業育成の 

支援・交流 

調査依頼 

アドバイス 

共同研究 

技術支援 

産学協同 

技術交流 

技術相談 

共同研究 

リフレッシュ教育 
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第４条 本会の会員は、本会の目的に賛同する次に掲げる会員をもって構成する。 
 (1) 一般会員：一般企業等に属する会員 
 (2) 特別会員：本会を指導助言する立場の会員 
 （役員） 
第５条 本会には、次の役員を置く。 
 (1) 会 長 １名 
 (2) 副会長 ２名 
 (3) 理 事 若干名 
 (4) 監査役 ２名 
 (5) 幹 事 若干名 
 (6) 顧 問 若干名 
 （役員の選出及び任期） 
第６条 前条第 1 号から第４号までの役員は、総会において選出する。 
２ 前条第５号、６号の役員は、役員会の推薦により会長が委嘱する。 
３ 役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 
４ 役員は、任期後も次期役員が決定するまでは、引き続き会務を行うものとする。 
５ 欠員が生じた場合の後任の役員任期は、前任者の残任期間とする。 
 （役員の職務） 
第７条 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 
２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代行する。 
３ 理事は、会の運営について重要な事項を企画、立案する。 
４ 監査役は、本会の会計を監査する。 
５ 幹事は、本会の庶務、会計を担当する。 
６ 顧問は、会議に出席して指導助言する。 
 （運営費） 
第８条 本会の運営費は、年会費、寄附金、その他の収入をもって充てる。 
２ 会計年度は、4 月 1 日に始まり、翌年 3 月 31 日に終わる。 
３ 会費は、総会で決定する。 
 （会議） 
第９条 本会の会議は、総会、役員会及び例会とし、議長は会長をもって充てる。 
２ 議事は、出席者の過半数をもって決する。ただし、可否同数の場合は、議長が決する。 
 （総会） 
第 10 条 総会は、毎年１回開催し、次に掲げる事項を審議する。 
 (1) 当年度の事業報告、会計報告及び監査 
 (2) 次年度の事業計画、予算 
 (3) 役員の選出 
 (4) その他 
 （役員会） 
第 11 条 役員会は、必要に応じて会長が召集する。 
 （例会） 
第 12 条 例会は、３箇月に１回とする。ただし、特別な場合はこの限りではない。 
 （入会及び退会） 
第 13 条 入会は、役員会の承認を必要とし、退会は、本人の申し出により認める。 
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（７）研究会 
 

  研究会名 代表世話人 研 究 内 容 等 

1 機械加工 
機械工学科 

 准教授 引地 力男 

旋盤、フライス盤、ボール盤、マシニングセンタ、放電加工機、レーザ加工機など

工作機械を用いたものづくりについて、被削材の加工面品位、工具摩耗など機械

加工全般についての勉強会。日本機械学会、精密工学会の最新研究テーマにつ

いての紹介や、ものづくりの基礎講座を行います。製造業のみなさんだけでなくも

のづくりに興味のある方はご参加ください。 

2 
電力・エネ

ルギー 

電気電子工学科 

 教授 中村  格 

電力・エネルギーは現代の社会基盤・産業基盤を支える基礎的物資です。IT社会

や高齢化社会への移行に伴って、使いやすく安全で、安定した良質な電力がます

ます求められ、一方で、化石燃料の枯渇や地球温暖化への配慮も一層強く求め

られています。このようなトレードオフの関係を踏まえて、発変電、送配電、絶縁、

分散電源、新エネルギーなどの領域を対象に勉強会を開催します。これらの領域

に興味をお持ちの方々へ幅広くご参加頂ければと思っています。 

3 JAVA 
電気電子工学科 

 助教 前薗 正宜 

オブジェクト指向のプログラミング言語 JAVAについて、初歩的なプログラミングを

行います．  

4 NC 

電子制御工学科 

 特任教授 河野 良弘 

技術室 

 技術長 山下 俊一 

NCプログラミングから加工に至る NC工作機械に係わる諸問題についての研究

会です。 

5 

振動・音響

（又は音関

連ロボット） 

情報工学科 

 教授 幸田  晃 

振動・騒音のセンシングと雑音除去の信号処理関連です。例えば音による製品判

別等も含みます。また新たに音・音楽等のロボット開発など、新しい分野での検討

もお待ちしています。（実績：漏水音の雑音除去での共同開発） 

6 
ディジタル

回路 

情報工学科 

 教授 芝  浩二郎 

本研究会では、ハードウェア記述言語（VHDL）と設計者が容易に LSI を実装でき

る FPGA 素子を用いたディジタル回路の設計と実装に関する勉強会を開催しま

す。ディジタル回路の究極は、マイクロプロセッサ（MPU）です。MPU を理解するこ

とによってディジタル回路全般を理解することができます。MPU を理解するために

は、MPU の基本部分を実際に設計・実装し、動作させることが近道です。そのた

めのツールとして、設計には VHDL、実装には FPGA素子を用いる予定です。 

7 
組込システ

ム 

情報工学科 

 教授 芝  浩二郎 

現在、身近なものでは家電製品、携帯電話、自動車から産業用機器のロボット、

プロセス制御、交通管制システムなど、世の中のあらゆる制御機器が組込用マイ

クロプロセッサ（MPU）を用いた、いわゆる組込システムとして構成されています。

本研究会では、組込システム用MPUを用いたハードウェア設計と実装、MPUのフ

ァームウェアの設計と実装に関する勉強会を開催します。組込用としてよく使用さ

れるMPUとその実践例の検討、具体的なMPU（日立：H8シリーズ）を用いた回路

とファームウェアの設計と実装方法などを予定しています。 

8 水 
都市環境デザイン工学科 

 教授 西留  清 

平成 11年度から開催している「水」研究会・勉強会は、KTCの例会、科学技術週

間で開催しています。誰もが「水」に関する単純な疑問をもつ研究会・勉強会で

す。気楽に、ご参加ください。 

9 廃棄物処理 
都市環境デザイン工学科 

 教授 前野 祐二 

産業廃棄物や一般廃棄物は多種多様であり、その化学特性も様々です。廃棄物

焼却灰でのリサイクル、汚泥のリサイクル、廃棄物の地盤材料、コンクリート材料

へ転用などを低コスト、環境低負荷で実現する方法を勉強します。様々な廃棄物

を活用して、資源循環型社会を実現するため、多様な知識を生かし実用化を図る

ことを目標にします。 
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（８）会員名簿 

○一般会員 
 
飛鳥電気（株） 

アロン電機(株） 

(株)イーオス二十一鹿児島開発センター 

(株)稲盛機工店 

(株)エリアトーク 

(株)ガイアテック 

鹿児島酸素(株） 

(株)鹿児島電子 

(株)カナダプレイス 

鎌田建設(株) 

(株)鎌田工業 

キャピタルプロデュース 

(株)九州タブチ 

(株)キラ・コーポレーション 

(株)コーアガス日本 

国分電機(株) 

(株)相良製作所 

(株)サンコー 

サンライト化成(株) 

(株)信栄製作所鹿児島工場 

(株)西栄設備事務所 

(株)ダッド鹿児島支社 

(有)徳重製菓とらや 

(株)トヨタ車体研究所 

(株)南光 

南国殖産(株) 

南生建設(株） 

南日汽缶工業(株) 

 

日本澱粉工業（株） 

日本有機（株） 

(株)秦野精密 

ファナック(株) 

富士ゼロックス鹿児島(株) 

(株)藤田ワークス 

(株)プランテムタナカ 

丸福建設(株) 

南日本システム審査（合） 

(株)ＹＰＫ 

                計 38社 (五十音順) 

 

○特別会員 

  

鹿児島県商工労働水産部 

鹿児島県工業技術センター 

(財)かごしま産業支援センター 

鹿児島県知的所有権センター 

(社)鹿児島県工業倶楽部 

上野原ビジネスプラザ 

(株)鹿児島頭脳センター 

(株)鹿児島ＴＬＯ 

(株)鹿児島銀行 

(株)南日本銀行 

鹿児島市 

霧島市 

曽於市 

鹿児島工業高等専門学校 

                  計 14団体 
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（９）会員の分布 
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（10）例会・講演会一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年度 例会（日時） 講演題目 講演者

(株)島津興業　顧問

鹿児島県教育委員会　教育委員長

島津　公保　氏

鹿児島県商工労働水産部　産業立地課　課長

川野　敏彦　氏

(株)ペインターかわさき　代表取締役

川崎　恭資　氏

第3回

平成22年11月26日

有機性廃棄物（焼酎蒸留粕）の高度資源化技術の

開発

宇宙天気の解説と予報をWebで配信（宇宙天気

ニュースhttp://swnews.jp）地磁気変化など宇宙

電磁環境の観測

鹿児島工業高等専門学校　一般教育科　教授

篠原　　学　氏

第4回

平成23年3月4日

（株）九州タブチ　取締役総務部長

鶴ケ野　未央　氏

鹿児島工業高等専門学校

都市環境デザイン工学科　教授　山内　正仁　氏

鹿児島工業高等専門学校　電気電子工学科　教授

楠原　良人　氏

工作機械の熱変位補正制御に関する研究
鹿児島工業高等専門学校　電子制御工学科　教授

河野　良弘　氏

(株)藤田ワークス　代表取締役社長

藤田　康路　氏

第4回

平成22年3月5日

鹿児島工業高等専門学校　電気電子工学科　教授

本部　光幸　氏

鹿児島工業高等専門学校　電気電子工学科　准教授

中村　　格　氏

鹿児島工業高等専門学校　土木工学科　教授

前野　祐二　氏

鹿児島県工業技術センター　素材開発部主任研究員

松田　豪彦　氏

都城工業高等専門学校　電気情報工学科　准教授

赤木　洋二　氏

都城工業高等専門学校　物質工学科　准教授

野口　大輔　氏

第3回

平成21年11月27日

マグネシウム合金を用いたLED照明用筐体の精密

鍛造技術の確立

低コストで高品質な太陽電池用CuInS2薄膜の作製

高速低温スパッタリング技術の機能性酸化物薄膜

への応用

鹿屋体育大学　体育学部　教授

田口　信教　氏

錦江湾テクノパーククラブ　会長

(株)トヨタ車体研究所　取締役社長

宮村　憲一　氏

第2回

平成21年8月27日

かごしまモノづくり推進協議会　会長

(株)西中製作所　代表取締役　下村　吉文　氏

(財)かごしま産業支援センター　専務理事

時田　光一　氏

鹿児島工業高等専門学校　名誉教授

(株)隼人テクノ　代表取締役　桐野　弘城　氏

22

鹿児島県の産業振興施策について

ネットワークカメラの可能性

当社の経営品質向上活動について

第1回(総会)

平成22年5月28日

九州・山口の近代化産業遺産群

　～産業遺産に学ぶ～

燃料電池とスイッチングコンバータを用いた発電

特性と発電磁場可視化装置の研究・開発

第2回

平成22年8月20日

21

どのようにして金メダリストに育つのか

人材育成を主眼においたプロセスマネジメント

わが社における人材教育

新時代に対応した戦略的な産業おこし

鹿児島高専における人材育成について

篤志

EV(電気自動車)、HEV(ハイブリッド自動車)駆動

用インバータとその制御

電力用変圧器における部分放電検出感度および位

置標定精度向上に関する研究

各種廃棄物を活用した環境低負荷型混合セメン

ト・コンクリートの作製について

第1回(総会)

平成21年5月29日
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